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「男女の働き方とライフスタイルに関する水戸市民アンケート」 
（回答は、この調査票に直接ご記入ください） 

あなたのお仕事について、おたずねします。 
 

問１ あなたの現在の普段の主なお仕事をお答えください。パート主婦（主夫）の方は２を、アルバイト学生の方は

５を選んでください。産休・育休などの法定休暇中の方は、休業前の状況をお答えください。【○は１つ】 
  

１ 正社員・正職員    ４ 無職、無報酬の家事 

２ パート・アルバイト、契約・派遣社員など  ５ 学生 

３ 自営業主、家族従業者、内職など   ６ その他（具体的に：              ） 

（「１、３、６」に○をつけた方は、問２へお進みください） 
 

 

問１－１ その就労形態についた理由について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。【○はいくつでも可】 
 

１ 専門的な知識や経験をいかせるから  ４ 家事・育児・介護等と両立しやすいから 

２ 自営の知識や経験がなかったから   ５ 自分の都合のよい時間に働きたかったから 

３ 正規の職員・従業員の仕事がなかったから  ６ その他（具体的に：              ） 
 

問１－２ そのうち、最大の理由の番号を１つだけ記入してください。【番号を記入】 
 

 

【問１で「４」に○をつけた方に、おたずねします】 

問１－３ 今後の就労希望について、もっともあてはまる番号に１つだけ○をつけてください。【○は１つ】 
  

１ 今後も仕事をするつもりはない     

２ いますぐ仕事をしたい    

３ 子どもの年齢に関係なく、いずれ仕事をしたい 

４ 子どもが大きくなったら、仕事をしたい 
 
 

問１－４ 希望する就労形態は、以下のどれですか。【○は１つ】  

１ 正社員・正職員    ３ 自営業主・家族従業者・内職など  ５ 特に希望はない 

 ２ 非正社員・非正職員 ４ その他（具体的に：         ）  
 

【問１で「１～３または６」に○をつけた方に、おたずねします】（それ以外の方は２ページ問４へお進みください） 
  

問２ あなたの普段の主なお仕事について、おたずねします。 

（１）おつとめ先の企業全体の従業員規模【○は１つ】（本社・支社を含む。公務員の方は７に○） 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

１～４人 ５～29人 30～99人 100～299人 300～499人 500人以上 官公営 
 

（２）おつとめ先の主な事業内容【○は１つ】（農林漁業は１、製造業・鉱業・建設業は２、それ以外は３に○） 

１ 第一次産業 ２ 第二次産業  ３ 第三次産業（具体的に：                ） 
 

（３）あなたの役職【○は１つ】（「部長」等の役職名を使用していない場合、実態に即してご判断ください） 
  

１ 部長相当職以上  ２ 課長相当職  ３ 係長・主任相当職  ４ 役職なし 

（問１－１へ） 

 

（２ページ問４へ） 

 

（問１－３へ） 

 

 一番下のお子さまが 歳くらいになったら 

（具体的な年齢をお答えください） 

 

（２ページ問４へ） 

 

（問２へ） 
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（４）いまのおつとめ先での、あなたの勤続または継続年数【具体的な数字を記入】 

 
 

（５）おつとめ先の職場環境について、もっともあてはまる番号を１つずつ選んでください。【○は１つずつ】  

 

 
あてはまる 

ややあては

まる 

あまりあて

はまらない 

あてはまら

ない 
わからない 

①残業や休日出勤が多い。 １ ２ ３ ４ ５ 

②早朝や深夜の業務が多い。 １ ２ ３ ４ ５ 

③休暇を取りやすい職場風土だ。 １ ２ ３ ４ ５ 

④定時で帰りやすい職場風土だ。 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤男女で受け持つ職務・仕事の内容が大きく異なる。 １ ２ ３ ４ ５ 

⑥女性正社員が妊娠・出産を通じて働き続けやすい。 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦女性非正社員が妊娠・出産を通じて働き続けやすい。 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧男性が育休・介護休業を取得しやすい。 １ ２ ３ ４ ５ 
  

問３ あなたの普段の働き方について、おたずねします。【具体的な数字を記入】 

（１）あなたは、収入を得る仕事を、１年間のうち平均して何か月しますか。 

毎月働く場合は 12か月、１か月未満は１か月としてください。 
 

（２）あなたは、収入を得る仕事を、１か月のうち平均して何日しますか。 
 

（３）あなたは、収入を得る仕事をする日に、１日に平均してどのくらい働きますか。 

残業時間も含めてお答えください。 
  

全員の方に、これまでのキャリアと離職経験について、おたずねします。 
 

問４ あなたは、現在までにどのくらいの期間、収入を得る仕事をした経験がありますか。

産休・育休等の法定休暇は期間に含め、１年未満の場合には１年としてください。  

（学生アルバイトを除きます）【具体的な数字を記入】  
  

問５ これまでの離職経験回数について、あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。【○は１つ】 

※転籍を伴わない出向や異動、１か月以内の臨時的な仕事、産休等の休業、学生アルバイトは、回数に含めません。 
 

１ ０回    ２ １回    ３ ２回    ４ ３回    ５ ４回    ６ ５回以上 
 
 
 

 
 
 

問５－１ 直前のおつとめ先を離職した主な理由について、あてはまる番号を１つだけお選びください。【○は１つ】 
 

１ 自己都合  ４ 転籍出向 

２ 契約期間の満了  ５ 勤め先や事業の都合（倒産・整理解雇・人員整理） 

３ 定年   ６ その他（具体的に：                  ） 

 

約 年 

約 か月 

日 約 

※産休等の法定休暇は期間に含めてください。１年未満の場合は１年としてください。 

約 時間 
. 

約 年 

（「１」に○をつけた方は続けて３ページ問５－２へ、「２～６」に○をつけた方は３ページ問６へお進みください） 

 

（３ページ問６へ） 
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問５－２ 具体的にはどのような理由でしょうか。あてはまる番号をすべてお選びください。【○はいくつでも可】 

１ 満足のいく仕事内容ではなかった  ７ 結婚・出産・育児 

２ 賃金その他の労働条件がよくなかった ８ 介護・看護 

３ 能力や実績が正当に評価されなかった ９ 配偶者の転勤・転職 

４ 人間関係がうまくいかなかった    10 病気・けが 

５ 会社の将来に不安を感じた  11 その他（具体的に：              ） 

６ 他に良い仕事があった   
 

問５－３ そのうち、最大の理由の番号を１つだけご記入ください。【番号を記入】 
 

  
全員の方に、結婚のご経験とそのお仕事への影響について、おたずねします。 
 

問６ あなたは、これまでに結婚をしたことがありますか。【○は１つ】（事実婚も結婚とみなしてください） 
  

１  ある  ２  ない  
 
問６－１ 当時の普段の主なお仕事について、おたずねします。結婚を機に離職や転職をした方は、離職や転職をす

る前の状況をお答えください。（以下同様）※初婚のときについてお答えください。 

（１）当時の就労形態【○は１つ】（家族従業者・内職の方は３に○） 
 

１ 正社員等  ２ 非正社員等  ３ 自営業者等  ４ その他(具体的に：            )  ５ 働いていなかった 

 
 

（２）当時のおつとめ先の、企業全体の従業員規模【○は１つ】（本社・支社を含む。公務員の方は７に○） 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

１～４人 ５～29人 30～99人 100～299人 300～499人 500人以上 官公営 
 

（３）当時のおつとめ先の主な事業内容【○は１つ】(農林漁業は１、製造業・鉱業・建設業は２、それ以外は３に○) 
  

１ 第一次産業  ２ 第二次産業   ３ 第三次産業（具体的に：              ） 
 

（４）当時のおつとめ先で、結婚に伴い、以下の不利益処遇を経験しましたか。【○はいくつでも可】 
 

１ 解雇    ４ 降格・減給 

２ 雇止め、契約更新回数の引下げ ５ その他の不利益処遇（具体的に：             ） 

３ 退職の強要・勧奨  ６ 不利益処遇の経験はない 
  

全員の方に、妊娠・出産（出生）・６歳までの子育てのご経験とそのお仕事への影響について、おたずねします。 
 

問７ あなたは、あなたのお子さまの妊娠・出産または６歳までの子育てを経験したことがありますか。男性の方は、

あなたのお子さまの出生と６歳までの子育てのご経験について、お答えください。【○は１つ】 

１  ある  ２  ない  

 
 

問７－１ あなたのお子さまの人数と、一番下のお子さまの年齢をお答えください。【具体的な数字を記入】 
 

 
 

（５ページ問８へお進みください） 

 

（１）お子さまの人数 人 （２）うち、18歳未満 （３）一番下のお子さまの年齢 人 歳 

※お子さまがいる方のみお答えください 

 

（問７へお進みください） 

 

（問７へ） 
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問７－２ 一番下のお子さまが６歳になるまでの、あなたのご家庭における普段の子育ての支援者について、あて

はまる番号すべてに○をつけてください。【○はいくつでも可】 

１ 同居の家族  ３ 知人・友人     ５ その他（具体的に：             ）  

２ 近居の親族  ４ 民間事業者(ベビーシッター等)     ６ 特にいない（自分ひとりで子育て） 
 

問７－３ あなたは、水戸市の公的保育サービス不足等を理由として、離職したり、就職・再就職をあきらめたご

経験がありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。【○はいくつでも可】 

１ 認可保育所等の待機児童のために、 

２ 認可保育所等の保育時間や保育期間の短さのために、 

３ 認可保育所等の保育料が高いために、 

４ 上記のような経験はない。 
 

問７－４ 一番上のお子さまを妊娠・出産してから（男性の方は一番上のお子さまが生まれてから）一番下のお子

さまが６歳になるまでの期間における、普段の主なお仕事について、おたずねします。途中で離職・転

職した方は、離職や転職をする前の状況をお答えください。（以下同様） 

（１）当時の就労形態【○は１つ】（家族従業者・内職の方は３に○） 

１ 正社員等  ２ 非正社員等  ３ 自営業者等  ４ その他(具体的に：            )  ５ 働いていなかった 

 

（２）当時のおつとめ先の、企業全体の従業員規模【○は１つ】（本社・支社を含む。公務員の方は７に○） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

１～４人 ５～29人 30～99人 100～299人 300～499人 500人以上 官公営 
 

（３）当時のおつとめ先の主な事業内容【○は１つ】(農林漁業は１、製造業・鉱業・建設業は２、それ以外は３に○) 
 

１ 第一次産業  ２ 第二次産業   ３ 第三次産業（具体的に：              ） 
 

 

（４）当時のおつとめ先で、以下の制度を利用しましたか。【○はいくつでも可】 
１ 産前・産後休業制度又は配偶者出産休暇制度を利用した。  ４ いずれの制度も利用しなかった 

２ 育児休業制度を利用した。      （または、利用できなかった）。 

３ 育児のための短時間勤務制度を利用した。  
 

（５） 当時のおつとめ先の職場環境について、もっともあてはまる番号を１つずつ選んでください。【○は１つずつ】 
 

 
あてはまる 

ややあては

まる 

あまりあて

はまらない 

あてはまら

ない 
わからない 

①残業や休日出勤が多い。 １ ２ ３ ４ ５ 

②早朝や深夜の業務が多い。 １ ２ ３ ４ ５ 

③休暇を取りやすい職場風土だ。 １ ２ ３ ４ ５ 

④定時で帰りやすい職場風土だ。 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤男女で受け持つ職務・仕事の内容が大きく異なる。 １ ２ ３ ４ ５ 

⑥女性正社員が妊娠・出産を通じて働き続けやすい。 １ ２ ３ ４ ５ 

⑦女性非正社員が妊娠・出産を通じて働き続けやすい。 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧男性が育休・介護休業を取得しやすい。 １ ２ ３ ４ ５ 

離職したり、就職・再就職を

あきらめた経験がある。 

（５ページ問８へ） 
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（６）当時のおつとめ先で、お子さまの妊娠・出産（男性の方は出生）・６歳までの育児に伴い、以下の不利益処遇

を経験しましたか。【○はいくつでも可】 

１ 解雇    ４ 降格・減給 

２ 雇止め、契約更新回数の引下げ ５ その他の不利益処遇（具体的に：             ） 

３ 退職の強要・勧奨  ６ 不利益処遇の経験はない 
 

 

全員の方に、ご家族の介護とそのお仕事への影響について、おたずねします。 
  

問８ あなたは、ご家族の介護を経験したことがありますか。【○は１つ】 
 

 １  ある  ２  ない  
   

問８－１ どなたの介護をしていましたか。あなたからみた続柄をお答えください。【○はいくつでも可】 
 

１ 配偶者 ２ 自分の親 ３ 配偶者の親   ４ 祖父母   ５ その他    
 

問８－２ ご家族の介護をしていたときの、普段の主なお仕事について、おたずねします。ご家族の介護をしてい

るときに離職・転職した方は、最初に離職や転職をする前の状況を答えください。（以下同様） 

（１）当時の就労形態【○は１つ】（家族従業者・内職の方は３に○） 
 

１ 正社員等  ２ 非正社員等  ３ 自営業者等  ４ その他(具体的に：            )  ５ 働いていなかった 

 
 

（２）当時のおつとめ先の、企業全体の従業員規模【○は１つ】（本社・支社を含む。公務員の方は７に○） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

１～４人 ５～29人 30～99人 100～299人 300～499人 500人以上 官公営 
 

（３）当時のおつとめ先の主な事業内容【○は１つ】(農林漁業は１、製造業・鉱業・建設業は２、それ以外は３に○) 

１ 第一次産業  ２ 第二次産業   ３ 第三次産業（具体的に：              ） 
 

（４）当時のおつとめ先で、以下の制度を利用しましたか。【○はいくつでも可】 
 

１ 介護休業制度を利用した。  ３ 左記のいずれの制度も利用しなかった 

２ 介護のための短時間勤務制度を利用した。   （または、利用できなかった）。 
 

 

全員の方に、結婚、妊娠・出産（出生）、６歳までの子育て、介護による離職のご経験について、おたずねします。 
 

問９ あなたは、結婚、お子さまの妊娠・出産（男性の方はお子さまの出生）、６歳までの子育て、または、ご家族の

介護を機に、離職したことがありますか。【○は１つ】 
 １  ある  ２  ない   

 

問９－１ 以下のうち、あなたの離職のきっかけとなったことがらをすべて選んでください。【○はいくつでも可】 

１ 結婚       ３ 第二子以降の妊娠・出産・６歳までの子育て 

２ 第一子の妊娠・出産・６歳までの子育て ４ 家族の介護  
 

 問９－２ 問９－１で選んだことがらのうち、最初に離職するきっかけとなったことがらはどれで、それは西暦何年
のことでしたか。結婚等による離職経験が一度しかない方は、そのご経験についてお答えください。 

 

（問９へお進みください） 

 

（６ページ問 11へお進みください） 

 

西暦 年 
（１）最初に離職するきっかけとなった 

ことがら【番号を記入】 

（２）最初に離職した時期 

【具体的な数字を記入】 

（問９へ） 
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問９－３ 結婚・妊娠・出産（出生）・介護を機に離職した理由として、あてはまる番号をすべてお選びください。結

婚等を機に離職した経験が複数ある方は、初めに離職したときの理由をお選び下さい。【○はいくつでも可】 
 

１ 満足のいく仕事内容ではなかった  ６ 他に良い仕事があった 

２ 賃金その他の労働条件がよくなかった ７ 職場に離職を促す慣行や雰囲気があった 

３ 能力や実績が正当に評価されなかった ８ 家族に離職を促された 

４ 人間関係がうまくいかなかった  ９ 家事・育児・介護に専念したかった 

５ 会社の将来に不安を感じた  10 その他（具体的に：               ） 
 

問９－４ そのうち、最大の理由の番号を１つだけ記入してください。【番号を記入】 

 
  

問 10 結婚、妊娠・出産（出生）または介護を機に離職してから、転職・再就職した経験はありますか。【○は１つ】 

１  ある  ２  ない  
 

 

問 10－１ 離職してから転職・再就職するまでの、お仕事をしていない期間はどのくらいでしたか。離職後の転職・

再就職経験が複数ある方は、初めの状況をお答えください。（以下同様）【○は１つ】 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

１か月未満 １～６か月 ７～12か月 １～２年 ３～５年 ６～10年 10年以上 
 

問 10－２ 転職・再就職したときの就労形態は、どれでしたか。【○は１つ】（家族従業者・内職の方は３に〇） 
 

１ 正社員・正職員  ２ 非正社員・非正職員  ３ 自営業主等  ４ その他(具体的に：      ) 
 

全員の方に、仕事と家庭生活のバランスや満足度について、おたずねします。 
 

問 11 あなたは、普段の１日に、平均してどのくらいの時間をご家庭での家事等のために使いますか。 

   (１)家事に使う時間     (２)子育てに使う時間        (３)家族の介護に使う時間 

 
 

 

問 12 ご家庭でのあなたの家事・育児・介護分担度として、もっともあてはまる番号に１つだけ○をつけてください。

すべてあなたの場合を 100％、すべて他者（ご家族やヘルパーさん等）の場合を 0%とします。【○は１つ】 
 

                                                  

分担度 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
 

問 13 あなたの「仕事と家庭生活のバランス」に関する満足度として、もっともあてはまる番号に１つだけ○をつけ

てください。完全に満足している場合を 100%、まったく満足していない場合を 0%とします。【○は１つ】 
  

                                                  

満足度 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

すべて他者 すべてあなた 

（問 11へお進みください） 

 

約 時間 . 
約 時間 . 

約 時間 . 

不満 満足 
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全員の方に、制度の知識や性別役割分担に関するお考えについて、おたずねします。 
  

 

問 14 以下の項目について、どのくらいご存知かをお答えください。【各項目につき、○は１つずつ】 
  

 詳しく知

っている 

ある程度 

知っている 

聞いたこ

とはある 

知らな

かった 

①パートや契約・派遣社員でも、産前・産後休業を取得できる。 １ ２ ３ ４ 

②男女雇用機会均等法 １ ２ ３ ４ 

③水戸市男女平等参画基本条例 １ ２ ３ ４ 

④ワーク・ライフ・バランス １ ２ ３ ４ 

⑤性的少数者のことを表す用語「ＬＧＢＴ」 １ ２ ３ ４ 

⑥ＤＶ防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律） １ ２ ３ ４ 
 

問 15 以下のDV相談窓口について、知っているものの番号すべてに○をつけてください。【○はいくつでも可】 

１ 水戸市配偶者暴力相談支援センター(水戸市子ども課)    ６ 左記のいずれも知らなかった 

２ 茨城県配偶者暴力相談支援センター(茨城県女性相談センター) 

３ 茨城県警察本部女性専用相談電話  

４ 水戸地方法務局女性の人権ホットライン 

５ ＮＰＯ法人ウィメンズネット「らいず」ＤＶ・性暴力ヘルプライン 
  

問 16 一般的に、職場と社会全体において、男性と女性ではどちらが優遇されていると思いますか。【○は１つずつ】 
 

 男性の方が優 
遇されている 

どちらかとい
えば男性優遇 

男女とも 
平等 

どちらかとい
えば女性優遇 

女性の方が優 
遇されている 

分からない 

①職場 1 ２ ３ ４ ５ ６ 

②社会全体 1 ２ ３ ４ ５ ６ 
 

問 17 ⼀般的に、⼥性が収入のある仕事をすることについて、あなたはどう考えていますか。また、あなたが最後の

学校を卒業した直後は、どう考えていましたか。あてはまる番号を１つずつ選んでください。【番号を記入】 

 

 
  

 

１ ⼥性は仕事をしない⽅がよい            ６ その他 
２ ⼥性は結婚するまで仕事をする⽅がよい      ７ 該当なし・分からない  

３ ⼥性は⼦供ができるまで仕事をする⽅がよい    

４ ⼥性は⼦供ができたら仕事をやめ、⼤きくなったら再就職する方がよい 

５ ⼥性は⼦供ができても仕事をつづける⽅がよい 
 

最後に、全員の方に、あなたご自身とあなたの配偶者について、おたずねします。 
 

問 18 あなたの性別をお答えください。【○は１つ】 

１ 男  ２ 女 
  

問 19 あなたの年齢をお答えください。【○は１つ】 

１ 18～24歳  ３ 30～34歳  ５ 40～44歳  ７ 50～54歳  ９ 60～64歳  11  70～74歳 

２ 25～29歳  ４ 35～39歳  ６ 45～49歳  ８ 55～59歳  10  65～69歳  12  75歳以上 

（１）いまのあなたの考え (２)最後の学校を卒業した直後のあなたの考え 

※いま学生の方は、７と記入してください。 
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問 20 あなたが卒業した学校について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。【○はいくつでも可】 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

中学 高校 専修・専門学校 短大・高専 大学 大学院 その他 
 

問 21 あなたの昨年の収入（税金や社会保険料が差し引かれる前の金額）はどのくらいでしたか。【○は１つ】 
 

１ 0～99万円  ３ 200～299万円  ５ 500～699万円  ７ 1,000万円以上 

２ 100～199万円  ４ 300～499万円  ６ 700～999万円  ８ 分からない 

※事業収入は営業利益を、いまのお仕事について１年未満の人は見込み年収をご記入ください。 
 

問 22 あなたの婚姻関係をお答えください。【○は１つ】（事実婚も結婚とみなしてください） 
 

１ 未婚   ２ 既婚 ３ 離婚   ４ 死別 

 
 
（「２」に○をつけた方は続けて問 22－1へ、「１、３、４」に○をつけた方は問 23へお進みください） 

 

問 22－１ あなたの配偶者は、普段の１日に、平均してどのくらいの時間を仕事とご家庭での家事等に使いますか。 

   (１) 収入を得る仕事に使う時間（残業時間を含む）     (２)ご家庭での家事・育児・介護に使う時間 

 
 

 

問 22－２ あなたの配偶者の、昨年の収入（税金等が差し引かれる前の金額）はどのくらいでしたか。【○は１つ】 
 

１ 0～99万円  ３ 200～299万円  ５ 500～699万円  ７ 1,000万円以上 

２ 100～199万円  ４ 300～499万円  ６ 700～999万円  ８ 分からない 

※事業収入は営業利益を、いまのお仕事について１年未満の人は見込み年収をご記入ください。 
 

問 22－３ あなたの配偶者の、普段の主なお仕事をお答えください。パート主婦（主夫）の場合は２、家族従業

者・内職の場合は３、アルバイト学生の場合は５に○をつけてください。【○は１つ】 
 

１ 正社員等  ２ 非正社員等  ３ 自営業者等 ４ その他（具体的に：                   ） ５ 無職  
 

 

 

問 22－４ あなたの配偶者の、おつとめ先の企業全体の従業員規模をお答え下さい。【○は１つ】（公務員は７に○） 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

１～４人 ５～29人 30～99人 100～299人 300～499人 500人以上 官公営 
  

問 23 あなたがいま同居している方は、どなたですか。【○はいくつでも可】 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

いない 配偶者 18歳未満の子 18歳以上の子 自分の父 自分の母 配偶者の父 配偶者の母 その他 
 

全員の方へ 男女平等参画や福祉に関するご意見や水戸市へのご要望について、自由にご記入ください。 
 

 

 

 

ご協力、有難うございました。同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、５月 21 日（月）までに投函して下さい。 

約 時間 
. 約 時間 . 

 
初婚年齢はおいくつでしたか。

【具体的な数字を記入】 
歳 

（問 23へ） 

 

（問 23へ） 

 


